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“商エまつり，，も開かる 

~~ 

~ 

〔写真・上は商工まつり風景 

右上・民謡一大森洲山会のみなさん 右下・酒井めぐみさんと池田みゆきさん〕 

56年 

月 
x~.2 2 7号 

町 の 人 口 

人 l ~ 9,601 人 （増30) 

男 4,578 人 （増19) 

女 5,023 人 （増11) 

世帯数 3,137世帯（増14) 

出生 10人 転入 60人 

死亡 11人 転出 29人 

(56年10月末目現在〉 

今年で10回を迎える町民文化祭が、11月2日・3日の両日、盛大に開催されました。 

一日目の囲碁大会、曇祖才遺支演奏会を皮切リに、二日目は、町文化団体主催の日舞、民謡、詩吟、 

音楽等の芸能発表大会。また、町民会館大ホールでは、絵画、書、生花、写真、盆栽、焼物、手芸 

品など600点余りの作品が展示され、町民のみなさんの日ごろの隠された才能が披露されました。 

また、公民館茶道教室の茶会、料理教室によるバザーも行われました。 2 日は、あいにくの雨で 

したが、3日の文化の日は、この祭典を祝うかのように晴天に恵まれ、同時に町民会館前広場で行 

われた商工青年部主催の商工祭りと共に、深まる秋をi静契しました。 

現在、赤池町には12の文化団体があリ、それぞれ練習に励んでおります。そして、練習の成果を 

町民文化祭で発表しています。みなさんも、町の文化団体に加入して、今、隠れている能力、個性 

を磨いてみてはいかがですか。 

みなさんの手で、赤池町の文化の輪を、もっともっと広げようではありませんか。 

12月は冒轟篇轟袈獣の納税月です。 
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文
化
祭
展
示
風
景
 

ト
生
け
花
と
掛
け
軸
絵
画
 

養
命
大
学
の
み
な
さ
ん
の
作
品
・
 

▼りっぱなもんやねー 

ー
 

もうすぐ一年生 
来春新入生の健康診断 

十
一
月
十
一
日
、
上
野
小
 

学
校
、
十
二
日
に
市
場
小
学
 

校
で
来
年
四
月
新
一
年
生
に
 

な
る
園
児
の
健
康
診
断
と
知
 

能
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

両
校
の
入
学
予
定
者
は
、
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

o
上
野
小
H
三
十
八
人
 

〇
市
場
小
廿
百
二
十
四
人
 

一、 

〔
ア
ー
ン
し
て
、
む
し
歯
は
な
い
か
な
・
上
野
小
で
〕
 

ノ
 

う
 

個
人
で
中
野
亜
子
さ
ん
（
中
学
）
 

、

l
ノ
 

、l

ー
 

う
ノ
 

『

、

，

I

/
 

木
村
陽
子
さ
ん
（
小
学
）
が
優
勝
 

欝 
」

一

 

池
町
少
年
 

〔
香
月
町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
 

木
村
陽
子
さ
ん
〕
 

十
一
月
八
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
 

町
民
会
館
で
第
八
回
赤
池
町
少
年
剣
道
 

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
出
場
選
手
を
田
川
市
郡
に
 

限
り
招
待
し
、
中
学
生
十
ー
チ
ー
ム
、
 

小
学
生
二
十
チ
ー
ム
、
女
子
個
人
戦
に
 

小
・
中
学
生
四
十
六
人
、
合
計
百
九
十
 

六
人
の
選
手
が
参
加
、
町
長
旗
、
議
長
 

杯
の
争
呑
サ
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

入
場
行
進
、
香
月
町
長
の
挨
拶
、
小
 

松
副
議
長
の
歓
迎
の
言
葉
の
あ
と
、
女
 

子
個
人
戦
を
皮
切
り
に
、
 
一
年
間
の
練
 

習
の
成
果
を
発
揮
せ
ん
と
、
寒
さ
を
吹
 

き
飛
ば
す
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
。
 

赤
池
誠
心
館
チ
ー
ム
の
成
績
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

【
団
体
】
小
学
生
チ
ー
ム
n
予
選
二
位
 

▽
中
学
生
チ
ー
ム
廿
決
勝
三
位
入
賞
 

（
①
長
谷
川
敬
二
④
中
野
亜
子
⑨
甲
野
 

守
⑨
平
野
真
弓
（
因
）
鶴
六
雄
）
 

【
個
人
】
小
学
生
低
学
年
廿
優
勝
・
木
 

村
陽
子
▽
小
学
生
高
学
年
n
三
位
・
平
 

野
カ
オ
リ
▽
中
学
生
n
優
勝
・
中
野
亜
 

子
、
三
位
・
平
野
真
弓
 

（
敬
称
略
）
 

青
少
年
健
全
 

育
成
大
会
開
か
る
 

約
三
O
O
人
が
参
加
…
‘
 

赤
池
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催
の
 

〔小野彰子さんの主張〕 

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を
 

（閥」「岡） 
12 

月
4
日
ー
 10 

日
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
第
 

三
十
三
回
「
人
権
週
間
」
で
す
。
 

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
 

員
会
連
合
会
で
は
、
本
年
度
の
啓
発
重
 

点
目
標
を
 

⑥
人
権
の
共
存
ー
互
い
に
相
手
の
立
 

場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
 

つ
く
ろ
う
。
 

⑥
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。
 

⑥
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
よ
う
。
 

⑥
国
際
障
害
土
阜
午
に
あ
た
り
、
障
害
者
 

の
権
利
保
障
、
社
会
へ
の
完
全
参
加
 

と
平
等
を
促
進
し
よ
う
。
 

と
定
め
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
 

人
権
思
想
の
普
及
徹
底
に
つ
と
め
て
い
 

ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
、
無
理
を
 

強
い
ら
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
 

た
り
、
老
人
・
子
供
、
身
体
の
不
自
由
 

な
方
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
も
し
も
あ
る
と
き
は
、
 

人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
法
務
局
、
お
 

よ
び
そ
の
支
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

調
査
の
う
え
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
認
 

め
ら
れ
る
と
き
は
、
適
切
な
処
置
が
と
 

ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
人
権
問
題
に
限
ら
ず
、
家
庭
 

内
の
問
題
や
相
続
問
題
、
金
銭
貸
借
間
 

題
、
そ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
 

お
困
り
の
方
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
一
」
 

相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
 

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

⑥
赤
池
町
の
人
権
擁
護
委
員
 

岡
田
 
宗
治
氏
 

（本町） 

守れ人権 

赤池町人権尊重旬間
12月4日～12月13日 

ー行事ご案内― 
◇12月4日圃 街頭啓発活動 
◇12月4日圏 

I 町内 「網の目」 啓発活動 
12月13日（日） 

◇iz月7 日（月）特設人オ勧目談日（10 : 00--15 : 00 福祉センター） 
◇12月12日（」：)．人権問題講演会（13:30-4:30 中央研修所） 

 許すな差別 

不
法
電
波
使
用
は
 20 

万
円
以
下
の
罰
金
 

不法市民ラジオを追放Lまう 

／

ー

 

和
名
 
師
走
（
し
わ
す
）
 

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま
わ
 

る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を
用
い
 

て
ク
し
わ
す
4

と
も
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

鉄
の
記
念
日
、
映
画
の
日
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
（
欝
）
 

4
日
（
金
）
 

人
権
週
間
始
ま
る
（
諸
）
 

6
日
（
日
）
 

福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
 

7
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
「
夢
m
) 

葉
賢
籍
談
日
（
「
押
タ
m
) 

大
雪
 

8
日
（
火
）
 

針
供
養
 

9
日
（
水
）
 

子
宮
・
乳
ガ
ン
検
診
（
m
鶏
麟
所
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
「
鰐
）
 

10 

日
（
木
）
 

世
界
人
権
デ
ー
 

11 

日
（
金
）
生
ワ
ク
チ
ン
（
「
銀
）
 

12 

日
（
土
）
 

15 

日
（
火
）
 

17 

日
（
木
）
 

18 

日
（
金
）
 

21 

日
（
月
）
 

22 

日
（
火
）
 

25 

日
（
金
）
 

27 

日
（
日
）
 

31 28 
日 日 

年
末
年
始
交
通
安
全
運
動
 

始
ま
る
（
1
報日） 

人
権
問
題
講
演
会
（
「
鶏
」
静
）
 

麻
し
ん
接
種
（
」
鯉
）
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
開
始
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
「
戸
タ
m
) 

三
種
混
合
（
」
銀
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
」
銀
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
「
銀
）
 

冬
至
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
「
夢
m
) 

（月） 

一
）
用
納
め
 

（木） 

大
晦
日
 

J
 

突然、テレビの画像力活Lれたり、ラジオに放送と 

は関係ない音声が入ったりーこんな経験はありま 

せんか。 

このような電波の混乱は、とくに街道沿いに多く 

発生しますが、これは、自家用車やトラックなどか 

ら発射されたハイパワー市民ラジオ（不法のトラン 

シーバー）による不法電波がその主な原因です。 

この不法電波は、テレビやラジオの受信に障害を 

与えるだけでなく、陸上や海上の無線局にも混信を 

もたらしています。 

とくに、漁船が遭難した場合など、不法電波のた 

めに、もし通信ができなかったということにでもな 

れば大変です。 

そこで、これらの不法電波を一掃するため、昭和56 

年5月に電波法のー倍βが次のように改正されました。 

不法電波を発射する無線機を使った者に対する罰 

金力曜L来の「5万円以下」からワ0万円以下」に引 

き上げられました。56年11月から適用されています。 

また、昭和58年1月からは、不法電波を発射する 

無線機を持っているだけでも改正電波法か適用され 

処罰されることになります。 

無線機を使うときは、郵政大 

臣の免許が必要です。 

わたしたちの生活に深いかか 

わりを持つ電波を、正しく有効 

に使うために、不法電波を発射 

する無線機は絶対使わないよう 

にしましょう。 

昭
和
五
十
六
年
度
青
少
年
健
全
育
成
大
 

会
が
、
十
一
月
十
四
日
、
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
で
約
三
百
人
が
参
加
し
て
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
十
一
月
の
強
調
月
間
に
合
 

わ
せ
て
、
深
刻
化
す
る
青
少
年
の
非
行
 

に
青
少
年
自
身
と
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、
 

社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
、
責
任
 

を
自
覚
し
、
家
庭
、
地
域
で
今
何
を
な
 

す
べ
き
か
を
共
に
考
え
る
、
と
い
う
趣
 

旨
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

中
学
各
学
年
か
ら
二
人
づ
つ
の
六
人
 

が
、
「
少
年
の
主
張
」
を
発
表
。
ま
た
、
 

十
一
支
所
公
民
館
長
の
猪
口
博
好
さ
ん
 

が
「
私
の
地
域
に
お
け
る
育
成
活
動
」
 

と
題
し
た
事
例
発
表
を
行
な
い
、
続
い
 

て
、
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
所
長
徳
 

田
倫
甫
、
R
K
B
毎
日
放
送
編
成
課
長
 

相
賀
和
宏
、
苅
田
町
社
会
教
育
課
主
事
 

野
中
五
郎
の
各
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
 

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
〔
 

最
後
に
大
会
官
）
言
文
が
採
択
さ
れ
、
 

大
会
を
終
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
「
少
年
の
主
張
」
 
の
発
表
者
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
 
「
い
ま
、
学
園
か
ら
訴
え
る
」
 

小
野
 
彰
子
（
中
一
）
 

〇
 
「
ひ
と
つ
の
出
合
い
」
 

丸
山
 
晴
生
（
中
一
）
 

〇
「
私
の
挑
戦
」
 田

村
 
由
美
（
中
二
）
 

〇
 
「
同
世
代
へ
の
提
言
」
 

熊
谷
 
郁
子
（
中
二
）
 

〇
 
「
ひ
と
つ
の
出
合
い
」
 

御
領
 
睦
美
（
中
三
）
 

〇
「
わ
た
し
の
挑
戦
」
 

松
井
 
道
代
（
中
三
）
 

以
下
、
大
会
官
言
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

懲
山
減
山
国
」
 

あ
す
の
郷
土
あ
か
い
け
を
に
な
い
、
 

将
来
の
日
本
を
築
く
も
の
は
青
少
年
で
 

あ
り
ま
す
。
青
少
年
が
健
全
に
成
長
す
 

る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
で
あ
り
、
 

そ
の
限
り
な
い
発
展
に
力
を
尽
く
す
こ
 

と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
赤
池
町
民
は
、
 

「
す
こ
や
か
に
育
て
よ
う
次
代
の
主
役
」
 

を
合
い
言
葉
に
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
 

青
少
年
に
よ
い
環
境
を
与
え
、
青
少
年
 

の
社
会
参
加
を
進
め
る
こ
と
を
赤
池
町
 

青
少
年
健
全
育
成
大
会
で
官
言
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
四
日
 

赤
池
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
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赤
池
吟
詠
会
が
寄
付
 

曇
祖
太
鼓
公
演
力
ン
パ
資
金
 

町
民
文
化
祭
の
前
夜
祭
で
行
わ
れ
た
 

飯
塚
の
襲
祖
太
鼓
公
演
が
成
功
に
終
り
、
 

主
催
し
た
赤
池
吟
詠
会
（
太
田
欣
平
会
 

長
）
は
、
十
一
月
九
日
、
カ
ン
パ
等
の
 

資
金
五
万
円
を
、
赤
池
町
身
体
障
害
者
 

福
祉
会
（
岩
城
辰
美
会
長
）
に
贈
り
ま
 

し
た
。
 

〔岩城会長（右）と 

太田会長（中）〕 

税
の
受
付
け
は
 

三
十
日
午
前
中
ま
で
 

役
場
の
一
般
事
務
は
、
二
十
八
 

日
で
ご
用
納
め
と
な
り
ま
す
が
、
 

税
金
の
受
け
付
け
は
、
三
十
日
午
 

前
中
ま
で
行
な
い
ま
す
。
 

死
亡
届
等
は
、
日
直
者
に
 

お
申
し
出
く
だ
さ
い
 

緊
急
な
事
態
や
、
火
葬
認
可
証
 

（
死
亡
届
）
等
が
必
要
な
場
合
は
 

日
直
者
が
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
 

し
出
く
だ
さ
い
。
 

まちの 
一
 

一
 

つ
れ
づ
れ
に
 

芸
 

文
 

⑩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

●
秋
祭
に
ぎ
お
う
老
荘
山
車
の
き
て
 

さ
い
せ
ん
 

●
養
銭
箱
か
つ
ぐ
子
供
ら
秋
祭
 

●
秋
祭
峡
坂
山
車
の
上
下
し
て
 

か
ね
 

●
鉦
太
鼓
山
車
の
い
な
せ
や
秋
祭
 

●
舞
す
み
て
楽
屋
で
つ
か
う
秋
扇
 

●
老
い
ら
く
の
結
ば
る
吉
日
天
高
し
 

（
ホ
ー
ム
の
祝
言
に
）
 

初
秋
の
俳
句
の
旅
②
 

三
木
 
春
翁
 

翌
朝
七
時
半
頃
目
を
覚
す
と
、
窓
外
 

は
視
界
ゼ
ロ
に
等
し
い
濃
霧
で
あ
っ
た
。
 

朝
食
後
間
も
な
く
、
三
回
目
の
句
会
 

が
開
か
れ
た
。
 

し
ょ
 

つ
る
 

●
自
然
薯
の
蔓
の
先
ま
で
白
露
か
な
 

●
朝
風
に
鳥
威
し
ま
で
露
こ
ぽ
す
 一 

歩
 

●
川
霧
の
今
日
の
秋
晴
れ
約
東
す
 

●
喜
ん
で
お
れ
ず
黒
穂
も
豊
の
秋
 

天
留
翁
 

× / 
差
別
を
な
く
す
た
め
に
⑩
 

同
和
問
題
の
学
習
に
 

も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
 

同
和
問
題
の
学
習
に
も
っ
と
も
必
要
 

な
こ
と
は
、
次
の
二
点
だ
と
思
い
ま
す
。
 

第
一
は
、
同
和
問
題
に
関
し
て
私
た
 

ち
が
も
っ
て
い
る
印
象
や
観
念
を
捨
て
 

て
、
謙
虚
に
学
習
す
る
態
度
を
も
つ
こ
 

と
で
す
。
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
 

同
和
問
題
に
関
す
る
誤
っ
た
考
え
や
感
 

情
は
、
ま
だ
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
ま
 

す
。
親
や
友
だ
ち
か
ら
誤
っ
た
印
象
や
 

観
念
を
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
は
決
 

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
謙
虚
に
、
 

素
直
な
気
持
ち
で
学
習
し
な
い
限
り
、
 

正
し
い
理
解
が
も
て
る
は
ず
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

「
学
ぶ
こ
と
は
、
誠
実
さ
を
胸
 

に
刻
む
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
 

人
が
い
ま
す
。
謙
虚
に
学
習
を
進
め
ら
 

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
第
二
は
、
現
 

象
を
表
面
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
 

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
現
実
が
あ
る
か
、
 

そ
の
原
因
を
深
く
掘
り
さ
げ
て
い
く
態
 

度
を
も
つ
こ
と
で
す
。
す
べ
て
、
も
の
 

ご
と
に
は
原
因
と
結
果
が
あ
る
は
ず
で
 

す
。
原
因
と
結
果
を
混
同
す
る
こ
と
な
 

く
、
構
造
的
に
も
の
ご
と
を
理
解
し
て
 

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
同
和
問
題
を
 

学
習
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
、
こ
 

の
能
度
が
必
要
な
こ
と
を
強
調
し
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
謙
虚
に
、
そ
の
原
因
と
 

結
果
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
深
く
間
 

題
を
掘
り
下
げ
て
学
習
す
る
必
要
性
を
 

望
み
ま
す
。
 

部
落
解
放
の
 

課
題
の
認
識
 

次
に
、
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
 

に
は
何
が
必
要
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
 

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
誤
っ
た
考
え
を
 

も
た
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
結
婚
に
よ
っ
て
部
落
差
別
は
な
く
な
 

る
か
。
今
で
も
差
別
に
よ
っ
て
、
尊
い
 

生
命
を
自
ら
絶
ち
、
結
婚
後
も
破
局
に
 

陥
っ
て
い
る
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

具
体
的
な
事
例
は
九
月
号
で
紹
介
し
ま
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
高
く
位
 

置
づ
け
て
、
同
情
す
る
こ
と
は
差
別
的
 

な
姿
勢
で
す
。
 
一
九
二
二
年
（
大
正
十
 

一
年
）
の
水
平
社
官
言
は
、
安
易
な
同
 

‘ら 

情
や
あ
わ
れ
み
を
「
こ
れ
等
の
人
間
を
 

讐
か
の
如
時
漣
動
は
 
か
え
っ
て
多
 

く
の
兄
弟
を
堕
落
さ
せ
」
 

と
鋭
く
 

・
見
抜
い
て
い
ま
す
。
同
情
、
あ
わ
れ
み
 

に
よ
っ
て
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
 

●
差
別
は
自
然
に
な
く
な
る
か
。
確
か
 

に
「
同
和
問
題
も
ま
た
、
す
べ
て
の
社
 

会
事
象
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
 

社
会
の
歴
史
的
発
展
の
一
定
段
階
に
お
 

い
て
発
生
し
、
成
長
し
、
消
滅
す
る
歴
 

史
的
現
象
」
（
同
和
審
答
申
）
で
す
。
し
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

し
た
が
、
部
落
差
別
を
な
く
し
、
結
婚
 

差
別
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
 

結
婚
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
す
る
と
考
 

え
る
こ
と
は
本
末
を
転
倒
し
て
い
ま
す
。
 

●
同
和
地
区
の
人
は
差
別
さ
れ
て
気
の
 

毒
だ
か
ら
み
ん
な
が
仲
よ
く
す
れ
ば
差
 

別
は
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
 

た
よ
う
に
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
生
 

き
て
い
く
権
利
が
著
し
く
侵
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
人
間
と
し
て
だ
れ
も
が
共
通
に
、
 

平
等
に
も
っ
て
い
る
権
利
を
不
当
に
侵
 

害
さ
れ
て
い
る
現
実
に
対
し
、
そ
れ
を
 

奪
い
か
え
す
、
い
わ
ば
復
一
 
の
要
求
を
 

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
 

は
安
易
な
同
情
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
 

か
し
、
 

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
の
 

「
解
放
令
」
か
ら
す
で
に
百
年
以
上
た
 

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
部
落
差
別
 

別
は
今
な
お
厳
し
く
生
き
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
部
落
解
放
運
動
が
あ
っ
た
か
 

ら
こ
そ
政
治
、
行
政
を
動
か
し
、
あ
る
 

程
度
の
成
果
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。
 

同
対
審
答
申
も
部
落
解
放
運
動
の
成
果
 

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
 

0
同
和
地
区
の
人
が
、
か
た
ま
っ
て
生
 

活
し
て
い
る
か
ら
差
別
さ
れ
る
の
で
、
 

分
散
し
て
住
ん
だ
ら
と
い
う
考
え
を
「
 

部
落
分
散
論
」
と
い
い
ま
す
。
ど
こ
へ
 

住
ん
で
も
す
べ
て
の
人
が
差
別
を
受
け
 

る
こ
と
な
く
、
し
み
じ
み
と
「
生
き
る
 

喜
び
」
を
味
わ
え
る
社
会
を
つ
く
る
こ
 

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
 

部
落
分
散
論
が
問
題
の
解
決
に
有
効
と
 

考
え
る
の
は
、
差
別
の
存
在
を
肯
定
す
 

る
も
の
の
独
善
的
な
論
理
で
す
。
広
島
 

の
あ
る
同
和
地
区
は
、
か
っ
て
原
爆
に
 

よ
っ
て
一
時
的
に
は
完
全
に
消
滅
し
た
 

よ
う
に
み
え
ま
し
た
が
、
戦
後
、
急
速
 

に
大
き
な
地
区
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

部
落
差
別
の
厚
い
壁
に
よ
っ
て
人
び
と
 

は
地
区
に
帰
っ
て
来
た
の
で
す
。
こ
の
 

現
状
で
は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
居
 

住
、
移
転
の
自
由
が
、
実
質
的
に
侵
害
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
 

●
同
和
地
区
の
人
が
差
別
さ
れ
な
い
よ
 

う
に
、
た
と
え
ば
、
こ
と
ば
に
気
を
つ
 

け
る
。
生
活
態
度
を
改
め
る
こ
と
が
必
 

要
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
。
・
」
 

の
考
え
は
、
結
論
的
に
い
う
と
、
部
落
 

差
別
が
存
在
し
て
い
る
責
任
を
、
同
和
 

地
区
の
人
た
ち
に
お
し
つ
け
て
い
る
差
 

別
者
の
論
理
で
す
。
同
和
地
区
の
人
た
 

ち
の
言
葉
が
悪
い
と
い
わ
れ
、
適
切
な
 

使
い
分
け
が
出
来
な
い
の
は
差
別
の
た
 

め
で
す
。
こ
の
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
差
 

別
の
責
任
、
原
因
を
被
差
別
者
に
お
し
 

つ
け
る
の
は
不
当
な
こ
と
で
す
。
差
別
 

の
原
因
、
差
別
の
根
源
に
目
を
向
け
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

（
つ
づ
く
）
 

り
 

ノ
 

ブ

プ

 

き
一
 

●
び
っ
し
り
と
火
虫
破
璃
戸
と
山
泊
り
 

ー
r
？ 

ゆ
 

●
朝
鴫
や
心
ゆ
く
ま
で
宿
の
温
泉
に
 

駒
 
女
 

●
虫
の
音
の
な
す
処
み
な
露
お
い
て
 

●
霧
は
る
る
桜
落
葉
を
誘
い
つ
つ
 

て
い
子
 

●
秋
暑
き
旅
の
一
夜
で
あ
り
し
か
な
 

わ
た
 

●
秋
も
早
や
風
に
乗
り
く
る
草
の
架
 

春
 
翁
 

山
鹿
よ
り
九
州
横
断
道
路
を
経
て
、
 

湯
布
院
の
金
鱗
湖
に
着
い
た
の
は
、
午
 

後
の
一
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
 

金
鱗
湖
の
水
は
美
し
く
澄
み
、
山
影
 

を
映
し
て
静
か
に
さ
ざ
波
を
漂
よ
わ
せ
 

て
い
た
。
藻
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
の
 

知
ら
せ
に
近
づ
け
ば
、
何
と
、
可
憐
に
 

も
子
、
っ
 

も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
藻
叢
に
咲
い
た
 

真
白
く
小
さ
な
花
が
、
ま
る
で
水
の
精
 

・
の
よ
う
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
私
 

は
、
ア
ッ
と
息
を
の
む
よ
う
に
藻
の
花
 

に
見
入
っ
た
。
そ
れ
よ
り
一
同
は
、
空
 

服
縄
忘
れ
て
思
い
思
い
に
湖
畔
の
句
作
 

に
耽
っ
た
。
 

二
時
過
ぎ
、
て
い
子
さ
ん
の
案
内
で
 

玉
の
湯
旅
館
の
食
堂
へ
行
く
。
食
堂
と
 

い
っ
て
も
、
黒
ず
ん
だ
昔
風
の
家
を
再
 

現
し
た
趣
き
の
家
で
、
中
は
幾
つ
も
の
 

部
屋
に
仕
切
ら
れ
、
沢
山
の
民
芸
品
が
 

飾
ら
れ
、
私
達
の
つ
い
た
テ
ー
ブ
ル
の
 

ほ
リ
】
一
た
つ
 

下
は
掘
矩
健
と
な
っ
て
い
た
。
 

そ
れ
よ
リ
も
、
注
文
の
山
菜
料
理
が
 

運
ば
れ
た
と
き
、
「
こ
れ
か
馨
置
に
ど
う
 

く
き
 

十
十
含
 

ぞ
」
と
一
茎
の
野
菊
や
芭
が
各
自
の
前
 

に
置
か
れ
た
と
き
、
私
は
え
も
い
わ
れ
 

ぬ
風
趣
を
覚
え
た
。
何
と
心
憎
い
ま
で
 

の
趣
向
で
あ
ろ
う
。
私
は
秋
草
の
箸
置
 

こ
が
ね
 

が
、
黄
金
の
箸
置
よ
り
も
風
雅
な
、
貴
 

い
も
の
に
思
わ
れ
た
。
 

料
理
の
鍋
が
沸
き
立
つ
ま
で
に
第
四
 

回
の
句
会
が
そ
の
食
卓
の
上
で
催
さ
れ
 

た。 ●
藻
の
花
の
か
ぽ
そ
く
茎
の
か
す
か
に
 

J
も
 

●
彫
柳
沈
み
浮
み
し
概
蜘
軽
勝
る
 

天
留
翁
 

●
藻
の
花
に
澄
み
切
っ
て
き
し
金
鱗
湖
 

●
湖
は
淋
し
藻
の
花
咲
き
い
て
も
 一 

歩
 

●
箸
置
き
は
秋
の
七
草
な
り
し
こ
と
 

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
 

●
旅
に
見
る
憂
珠
沙
華
と
は
新
鮮
な
 

駒
 
女
 

ゆ
 

●
里
人
の
障
子
を
洗
ふ
に
も
捨
て
温
泉
 

●
藻
の
花
に
秋
風
に
ふ
と
旅
疲
れ
 

年末年始の交通安全運動1 

f声,弁網編藩鵬1 0 I十
年末・年始は飲酒する機会が多くなるとともに、 

交通が混雑し、気ぜわしさも加わって、交通事故の 

多発が予想されます。 

飲酒運転の追放 

・家庭では「飲んだら乗らない。乗るなら、飲まな 

い 飲ませない」の三ない運動を家族ぐるみで 

実行しましょう。 

■職場では、雇主、安全運転管理者等責任者は、従 

業員に忘年会、新年会等による飲酒運転防止を徹 

底しましょう。 

■地域では、町内会、婦人会、PTA等あらゆる組 

織で話し合い、飲酒 

運転防止を徹底しま 

しょう。 

■酒類提供者は、車を 

運転する客には、「酒 

を飲ませない」を徹 

底しましょう。 

リ
 
J
 

J
 

て
い
子
 

●
由
布
冷
に
藻
の
花
遅
き
金
鱗
湖
 

●
藻
の
花
や
湖
の
湧
き
水
輪
を
ひ
ろ
げ
 

春
 
翁
 

そ
の
日
の
帰
宅
は
六
時
過
ぎ
。
 
一同 

和
気
あ
い
あ
い
で
、
楽
し
い
俳
句
の
旅
 

で
し
た
。
 

投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
 

こ
こ
は
あ
な
た
が
作
る
ペ
ー
ジ
 

で
す
。
写
真
、
詩
、
ち
ょ
っ
と
ひ
 

と
こ
と
。
体
験
談
な
ん
で
も
結
構
。
 

み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
 

す
。
役
場
広
報
係
費
一
〇
〇
四
 

郵
便
局
だ
よ
り
 

年
末
の
郵
便
取
扱
に
つ
い
て
 

★
年
賀
状
は
お
早
目
に
ク
 

年
賀
状
は
、
年
末
押
し
迫
っ
て
か
ら
 

お
出
し
に
な
る
と
、
元
旦
の
配
達
に
間
 

に
合
わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
 

で
、
早
め
に
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
十
 

二
月
二
十
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
る
 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

★
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
ク
ー
 

郵
便
物
を
正
確
、
迅
速
に
処
理
す
る
 

た
め
、
郵
便
番
号
に
よ
る
区
分
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
郵
便
番
号
は
正
し
く
、
は
 

っ
き
り
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

★
年
末
の
小
包
み
は
、
十
二
月
十
五
日
 

ま
で
に
ク
 

赤
池
郵
便
局
 


